
《トピックス》 

流行の主体は AH3 亜型（A 香港型）です。 

 

2014/2015 シーズン  2014 年 12 月 4 日 

【概況】 

2014 年第 48 週（11 月 24～30 日）の定点※1あたりの患者報告数は、横浜市全

体で 4.33と、さらに増加しています。区別では緑区 10.50で注意報レベル（注意

報発令基準値 10.00）です。患者年齢では 10歳未満が約 5割を占め、その中で

も 6～8 歳で多くなっています。また、昨シーズンに比べて 10 歳代の割合が多く

なっていますが、流行の開始が早かった影響が考えられます。 

第 48 週の迅速キットの結果は A 型が 98.5%と、ほとんどを占めており、市内で

11 月以降検出されたウイルスはすべて AH3 亜型（A 香港型）です。今後、イン

フルエンザのさらなる流行が予想されるため、予防や早期受診などの対策※2が

重要です。 
 
※1 定点・・定点とは、定期的にインフルエンザ患者発生状況を報告していただいている医療機関（市内

152 か所）のことで、そこから報告された患者数の平均値が定点あたりの患者報告数です。 
※2 インフルエンザ予防チラシ（横浜市） 

 
１ 市内流行状況：市全体の定点あたりの患者報告数は、第 47 週 2.10※3から第 48 週 4.33 と倍

増しており、今後さらなる増加が予想されます。 

※3 第 47 週 2.10・・先週の流行情報では第 47 週 2.16 と報告しましたが、その後医療機関から追加報

告があり、数値が変動しました。 
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２ 年齢層別集計：直近 5週間（第 44～48週）の患者年齢層別割合（累計）では、10歳未満が約

5割を占め、その中でも6～8歳で多くなっていました。また、昨シーズンに比べて10歳代の割

合が多くなっていますが、今シーズンは流行の開始が早く、10 歳未満の子供たちの流行が、

既に 10 歳代まで広がりつつあることが考えられます。 

３ 市内病原体検出状況：市内では病原体定点から今シーズン計 11 件インフルエンザウイルス

が分離・検出されていますが、第 39 週に AH1pdm09 が 1 件検出されて以降はすべて AH3 亜

型です。病原体定点以外に集団かぜの調査で得られた検体から検出されたインフルエンザウ

イルス 36 件すべてが AH3 亜型でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

昨シーズンより 10 歳代が多い 

6～8 歳が多い 

流行の中心は 10 歳未満 
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★A/横浜/89/2014 磯子区 9月
A/横浜/88/2014 青葉区 4月

A/横浜/82/2014  港北区 3月
A/スイス/9715293/2013 2015 南半球ワクチン株

▲A/横浜/90/2014 金沢区集団 10月
▲A/横浜/91/2014 金沢区集団 10月

A/横浜/56/2014  瀬谷区 2月
A/横浜/52/2014 802 都筑区 2月

A/横浜/35/2014  中区 1月
A/横浜/165/2013 瀬谷区 12月

A/横浜/30/2014 港南区 1月
A/ニューヨーク/39/2012 2014/2015ワクチン株

A/横浜/155/2012  緑区集団 9月
A/横浜/153/2013 港北区 4月

●A/横浜/155/2013  フィリピン 9月
●A/横浜/159/2012  スリランカ 10月

A/横浜/62/2013 1月
A/横浜/50/2014 1月

▲A/横浜/95/2014 泉区集団 11月
▲A/横浜/98/2014 戸塚区集団 11月
▲A/横浜/104/2014 都筑区集団 11月
▲A/横浜/103/2014 都筑区集団 11月
▲A/横浜/97/2014 泉区集団 11月
▲A/横浜/102/2014 戸塚区集団 11月

★A/横浜/101/2014 瀬谷区定点 11月
A/ストックホルム/24/2014 9月

★A/横浜/100/2014 鶴見区定点 11月
A/ニュージャージ/08/2014  5月

A/横浜/157/2013 港北区 10月

A/横浜/2/2013 1月
A/横浜/44/2013 泉区集団 1月

A/横浜/72/2013

A/横浜/149/2011 

A/横浜/138/2012 

A/横浜/150/2012 
A/横浜/152/2012

A/横浜/145/2011
A/テキサス/50/2012 2013/2014ワクチン株

A/ビクトリア/361/2011 
A/横浜/158/2011 

A/横浜/90/2012
A/横浜/148/2012

A/ビクトリア/208/2009
A/横浜/89/2010 

A/横浜/6/2011
A/ビクトリア/210/2009

A/パース/16/2009

緑字：2012/2013シーズン分離株
青字：2013/2014シーズン分離株
赤字：2014/2015シーズン分離株
太字：各シーズンワクチン株
▲：集団
★：定点
●：輸入例
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【お問い合わせ先】横浜市健康福祉局健康安全課 TEL 045(671)2463 

横浜市衛生研究所感染症・疫学情報課 TEL 045(370)9237 

４ インフルエンザウイルスの遺伝子解析： 11 月に横浜市で検出されたインフルエンザ（AH3）の

遺伝子を解析したところ、ワクチン株とはアミノ酸がいくつか異なっていました。今シーズンのワ

クチン株と流行株の抗原変異（ワクチン株と流行株との違い）については今後の国立感染症研

究所での分析結果を待つ必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地図で表した直近 2 週間の区別流行状況（塗り分けの数字は定点あたり報告数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワクチン株 

 
 

11 月の横浜市内流行株 


